
東日本大震災から１０年が経過しようとしています。この１０年で長期にわたり支援する様々なボランティ

ア活動が発展し、被災地復興の力となってきました。震災直後からボランティアはつながり・広がりをみせ

ています。この未曽有の災害を風化させず、いまだ続いている復興への道をこれからもボランティアの力

によって継続していく必要があります。

３月１１日を迎えるにあたり全国各地で震災を考えるイベントが予定されています。全国社会福祉協議

会が展開する「広がれボランティアの輪」連絡協議会ではオンラインによりフォーラムを開催予定です。

詳しくはこちらをご覧下さい→→https://www.hirogare.net/
また、太田市ボランティアセンターを拠点に活動する太田市社会貢献活動連絡協議会では、東北の復

興支援と市内に避難されている方々の応援団として震災直後から活動を続けています。

例年であれば、毎月の被災者宅への訪問ボランティア、４月には宮城県石巻市小渕浜の生ワカメの販

売、３月には被災者の方を招待して「3.11を忘れない”絆のつどい”」の開催を企画しておりましたが、新型

コロナウイルスの影響で今年度は中止せざるを得ない状況になりました。

しかしながら、東日本大震災を忘れないを合言葉に、再度開催できることを願い、今できることを考え活

動を継続していく予定です。今後の活動については情報誌・HP等で引き続き発信していきますのでぜひご

覧ください。皆さんも「今私たちにできること」を一緒に考えていきましょう。

ボランティア中のケガや損害賠償責任を補償します。加入される場合はお手続きをお願いします。

補償期間・・・令和３年４月１日（木）～翌年３月３１日（木）

受付期間・・・令和３年４月１日（木）からの補償をご希望の場合

→令和３年３月１５日（月）～令和３年３月３１日（水） ※土日・祝日除く
その後は随時受付、補償は手続完了日の翌日から

掛け金・・・ 基本プラン３５０円 ・天災地震補償プラン５００円

※ボランティア登録団体・個人には助成有

提出書類・・・ボランティア活動保険加入申込書・会員名簿（団体で申込書に氏名を記入しない場合）

申込先・・・太田市社会福祉協議会

太田市ボランティアセンター（粕川町５２０ 尾島庁舎西側） ＴＥＬ０２７６－６０－７２８０

本所（飯塚町１５４９ 太田市福祉会館内） ＴＥＬ０２７６－４６－６２０８

西部支所（新田反町町８３１－３ 新田福祉総合センター内） ＴＥＬ０２７６－５７－２６１６

みんボラ
みんなのボランティア



新型コロナウイルス感染拡大がこれほど長く続くなんて、１年前は誰も思っていなかったでしょう。

そのために、多くのイベントが中止になり、外出、外食も思うようにできなくなりました。親しい人と会って、おしゃべりを

して、食事をすることは私たちのささやかな楽しみです。しかるべき時がきたら、安心して安全に会話をしながら、食事を

楽しむために、お口の機能を低下させないことが大切です。

年を重ねていくと筋力は徐々に低下していきます。最近ではそのことを「ロコモ」とか「フレイル」とか言っているのを聞

いたことがありますか？筋力が衰えると転びやすく骨折したりします。その結果、歩くことが困難になり、体を動かすのが

面倒になるという、悪循環になってしまいます。そうならないために、皆さんはご自宅や高齢者サロンなどで筋力アップ体

操を積極的に行っていると思います。

✿昨年度より予定しておりました「ボランティア講演会」がコロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。

その内容を「外出できない今だからこそ発信したい！」と、講師の髙橋先生よりご紹介いただけることになりました。

✿お口の機能を維持する 「お口の体操」をぜひ皆さんも続けてみて下さいね。

先生がモデルとなり作成された「お口の体操DVD」をいただけることになりました。DVDを参考に地域の皆さんと体操を
してみたい方は、ボランティアセンターまでお声掛け下さい（先着順・無料）。ぜひご活用下さい😊

こんな時だからこそ、お口の体操を

お口の筋力も同じように何もしない

と低下していきます。お口の動きが

悪くなると、滑舌が悪くなり、伝えた

いことがうまく伝わらず会話が弾ま

なくなることがありますし、食物をか

むことや飲み込みがうまくいかない

と食事も楽しめなくなってしまいます。

新型コロナウイルス感染禍の今、

人と話をしない、食事も黙って一人

でする、常時マスクを着用することを

求められていますので、お口の機能

が低下しやすいと言えます。そこで、

意識して「お口の体操」をすることを

お勧めします。

お口の体操は続けることが大切で

す。食事の前に、準備体操をするつ

もりで、お口を大きく開いたり、すぼ

めたり、舌をお口の中でグルグル回

す、ほっぺを思いっきり膨らます、長

く息を吐く、などを毎日行うと必ず効

果がでます。

それに加えて、口内を清潔に保つ

ことが重要で、歯磨きは虫歯や歯周

病を防ぐだけでなく感染症予防にも

なります。お口の体操と歯磨きの両

方をすることがお口の機能を維持し、

これからの楽しい人生を送るために

欠かせないことです。
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